
閉校式予行（３月１８日（金）） 校長挨拶 

 

昨年４月、遠野高校最後の校長として着任したとき、 

不安でいっぱいでした。 

遠野高校として最後の１年、統合校の開校まであと１年。 

本当にやれるのか。 

そもそも生徒とうまくやれるのか。 

先生と力を合わせることができるのか。 

不安でいっぱいでした。 

 

しかし、遠野高校の生徒は優しく、先生は温かかった。 

 

生徒・先生皆さんと力を合わせ、感染症対策を徹底しながら、 

さまざまな取り組みを行うことができました。 

 

いろいろな生徒が、先生の指導を通して、 

一つ一つ成長する姿を見ることができました。 

遠野高校は、愛と青春がいっぱいある学校です。 

 

遠野高校に来て、生徒・先生の皆さんと、出会えて本当によかった。 

かけがえのない１年でした。 

本当にありがとう。 

 

遠野高校最後の１年が終わります。 

今日は、遠野高校の７４年の歴史を閉じる閉校式・お別れ会があります。 

 

終わりですが、始まりでもあります。 

いわき湯本高校という新しい学校づくりが始まるからです。 

 

新しい学校の歴史をつくるのは皆さんです。 

新しい学校をつくることを通して、 

新しい自分をつくっていきましょう。 

  

閉校式・お別れ会を丁寧に行い、 

校歌をみんなで心を込めて歌い上げ、 

いわき湯本高校にしっかりつないでいきましょう。 

 

輝く未来に向かって、頑張れ、遠野校生。 


